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平成14年 3月 1日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

告
　
示

◯
字
の
区
域
の
変
更
（
一
三
六
〜
一
三
九
・
市
町
村
課
）

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
北

秋
田
郡
鷹
巣
町
の
区
域
内
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
同
町
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
当
該
変
更
区
域
に
係
る
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地

処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
四
年
三
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１

告
　
　
　
　
　
　
示

変

更

前

の

字

の

区

域

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
與
治
兵
エ
岱

一
一
の
二
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
全
部
並
び
に
五
の
二
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
喜
右
エ
門
岱

一
一
の
一
部
、
四
九
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

変
更
後
の
字
の
区
域

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

二
夕
又
口

介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
二
夕
又
口

一
〇
の
一
部
、
一
七
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
中
合
地
岱

一
、
二
の
一
部
、
八
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
観
音
堂
前

二
四
の
一
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
中
合
地
岱

二
五
の
三

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
平
助
岱

一
の
一
の
一
部
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
国
有
地
の
全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
萩
ノ
岱

一
の
一
部
、
二
の
一
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
堤
岱

五
三
の
一
の
一
部
、
六
三
の
一
、
六
四
の
一
部
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び

に
五
二
の
地
先
の
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
家
下

二
六
か
ら
二
八
ま
で
の
各
一
部
、
三
二
の
一
部
、
三
三
か

ら
三
七
ま
で
、
三
八
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介

在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
家
下

一
六
の
一
、
一
七
、
一
八
の
一
、
四
〇
の
二
、
四
一
か
ら

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

喜
右
エ
門
岱

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

観
音
堂
前

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

中
合
地
岱

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

菅
ノ
沢

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

村
堤
下

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

堤
岱

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

萩
ノ
岱

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

綱
前

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

中
嶋
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四
五
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路

等
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
小
館

三
三
の
二
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
一
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
中
嶋

二
の
一
部
、
三
の
一
部
、
三
の
一
の
一
部
、
四
、
四
の
一

の
一
部
、
五
の
一
部
、
六
の
一
部
、
八
の
二
の
一
部
、
九

の
一
、
一
〇
か
ら
一
二
ま
で
、
一
三
か
ら
二
三
ま
で
の
各

一
部
、
二
四
か
ら
三
四
ま
で
、
三
五
の
一
、
三
六
の
一
、

三
七
の
一
、
三
八
の
一
、
三
九
の
一
、
四
〇
の
一
、
四
一

の
一
、
四
二
の
一
、
四
三
の
一
、
四
四
、
四
五
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地

の
一
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
坊
沢
字
沼
敷

二
六
六
の
一
、
二
七
一
の
一
、
二
七
四
の
一
、
二
七
五
の

一
、
二
七
七
の
一
、
二
七
八
の
一
、
二
七
九
の
一
、
二
八

〇
、
二
八
一
の
一
、
二
八
二
の
一
、
二
八
三
の
一
、
二
八

七
の
一
、
二
八
八
の
一
、
二
八
九
、
二
九
〇
の
一
、
二
九

一
の
一
、
二
九
二
、
二
九
三
、
二
九
四
の
一
、
二
九
五
、

二
九
六
の
一
、
二
九
七
の
一
、
二
九
八
、
二
九
九
、
三
〇

〇
の
一
、
三
〇
一
か
ら
三
〇
五
ま
で
、
三
〇
六
の
一
、
三

〇
七
の
一
、
三
〇
八
、
三
〇
九
、
三
一
〇
の
一
、
三
一
一

の
一
、
三
一
二
の
一
、
三
一
二
の
二
、
三
一
三
の
一
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の

全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
坊
沢
字
大
向
上
綱

一
か
ら
三
ま
で
、
五
、
六
の
一
か
ら
六
の
三
ま
で
、
七
の

一
か
ら
七
の
四
ま
で
、
八
、
九
、
一
〇
の
一
、
一
一
、
一

二
の
一
、
一
三
の
一
、
一
四
の
一
、
一
五
の
一
、
一
七
の

一
、
一
八
の
一
、
一
九
の
一
、
二
三
の
一
、
二
四
の
一
、

二
六
の
一
の
一
部
、
二
七
の
一
、
二
七
の
二
の
一
部
、
三

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

村
向

〇
の
一
の
一
部
、
三
一
、
三
二
の
一
の
一
部
、
三
五
の
一

の
一
部
、
三
六
の
一
か
ら
三
六
の
五
ま
で
、
三
七
の
一
か

ら
三
七
の
三
ま
で
、
三
八
、
三
八
の
一
、
三
九
の
一
か
ら

三
九
の
三
ま
で
、
四
〇
の
一
、
四
〇
の
二
の
一
部
、
四
一

の
一
の
一
部
、
四
二
の
一
部
、
四
六
の
一
部
、
四
七
の
一

部
、
五
三
の
一
の
一
部
、
五
三
の
二
、
五
四
、
五
四
の
一
、

五
四
の
二
、
五
四
の
三
の
一
部
、
五
四
の
四
の
一
部
、
五

九
の
一
部
、
六
〇
の
一
の
一
部
、
六
〇
の
二
、
六
〇
の
三
、

六
四
の
一
の
一
部
、
六
四
の
四
、
六
四
の
五
、
六
五
の
一

の
一
部
、
六
五
の
二
、
六
五
の
三
、
七
一
の
一
の
一
部
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
全
部
並
び
に
字
沼
敷
三
一
三
の
一
に
隣
接
す
る
字
大

向
上
綱
の
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
前
田
向

三
、
四
、
五
、
六
、
六
の
二
、
七
か
ら
一
〇
ま
で
、
一
一

の
一
、
一
二
の
一
部
、
一
三
の
一
か
ら
一
三
の
四
ま
で
、

一
四
の
八
か
ら
一
四
の
一
〇
ま
で
、一
四
の
一
一
の
一
部
、

一
四
の
一
二
か
ら
一
四
の
一
四
ま
で
、
一
四
の
一
五
の
一

部
、
一
四
の
一
六
か
ら
一
四
の
一
八
ま
で
、
一
八
の
五
か

ら
一
八
の
一
二
ま
で
、
一
九
の
六
か
ら
一
九
の
一
七
ま
で

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国

有
地
の
全
部

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字
村
向

一
五
三
の
一
部
、
一
五
四
の
一
か
ら
一
五
四
の
三
ま
で
の

各
一
部
、
一
五
五
の
二
の
一
部
、
一
六
一
の
二
、
一
六
二

の
一
か
ら
一
六
二
の
三
ま
で
、
一
六
三
、
一
六
四
の
一
部
、

一
六
五
の
一
、
一
六
六
の
一
か
ら
一
六
六
の
三
ま
で
、
一

六
七
の
二
、
一
七
二
の
二
、
一
七
二
の
七
、
一
七
二
の
八
、

一
七
三
、
一
七
四
、
一
七
五
の
一
、
一
七
六
、
一
七
六
の

一
、
一
七
六
の
三
、
一
七
七
か
ら
一
八
一
ま
で
、
一
八
二

の
二
か
ら
一
八
二
の
四
ま
で
、
一
八
三
の
二
、
一
八
三
の

七
、
一
八
三
の
八
、
二
〇
五
の
二
、
二
〇
六
の
二
、
二
〇

六
の
七
、
二
〇
六
の
八
、
二
〇
七
か
ら
二
〇
九
ま
で
及
び

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
字

前
田
向
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こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国

有
地
の
一
部

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

鹿
郡
平
鹿
町
の
区
域
内
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
同
町
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
当
該
変
更
区
域
に
係
る
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地

処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
四
年
三
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
由

利
郡
仁
賀
保
町
の
区
域
内
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
同
町
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
当
該
変
更
区
域
に
係
る
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十

九
号
）
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

変

更

前

の

字

の

区

域

平
鹿
郡
平
鹿
町
下
鍋
倉
字
境
沢
田

二
二
の
一
の
一
部
、
六
二
の
一
、
六
二
の
二
、
六

三
、
六
四
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る

水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
平
鹿
町
越
前
字
坂
三
塔

五
八
の
一
の
一
部
、
五
八
の
二
の
一
部
、
六
四
の

一
部
、
六
四
の
一
、
八
二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
全
部

変
更
後
の
字
の
区
域

平
鹿
郡
平
鹿
町
下
鍋
倉
字
上
都

平
成
十
四
年
三
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

変

更

前

の

字

の

区

域

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
旭
町

一
五
の
三
の
一
部
、
一
五
の
四
の
一
部
、
二
四
の
一
の
一

部
、
二
五
の
一
の
一
部
、
二
六
の
一
の
一
部
、
二
六
の
二
、

二
七
の
二
の
一
部
、
二
七
の
三
の
一
部
、
三
五
、
三
六
、

三
六
の
一
、
四
〇
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介

在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
中
町

二
の
一
、
二
の
三
、
二
の
四
、
二
の
五
の
一
部
、
二
の
六
、

三
の
一
の
一
部
、
三
の
四
の
一
部
、
三
の
五
、
三
の
六
の

一
部
、
三
の
七
の
一
部
、
四
の
三
の
一
部
、
四
の
四
の
一

部
、
五
の
一
部
、
二
三
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
清
水

七
の
二
か
ら
七
の
五
ま
で
、
八
の
二
、
八
の
四
の
一
部
、

八
の
五
、
八
の
六
、
八
の
八
、
八
の
一
〇
、
八
の
一
二
の

一
部
、
八
の
一
三
か
ら
八
の
一
五
ま
で
、
八
の
一
七
、
八

の
二
七
の
一
部
、
八
の
四
〇
、
九
の
二
、
一
〇
の
二
の
一

部
、
九
一
の
一
、
九
一
の
二
、
九
一
の
三
の
一
部

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
中
町

一
四
の
二
の
一
部
、
一
四
の
三
、
一
四
の
四
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
旭
町

一
五
の
四
の
一
部
、
一
五
の
六
か
ら
一
五
の
九
ま
で
、
一

五
の
一
一
、
四
〇
の
一
部
、
四
一
の
一
部

変
更
後
の
字
の
区
域

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字

中
町

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字

旭
町

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字

清
水
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六
の
一
部
、
一
七
か
ら
二
八
ま
で
、
二
九
の
一
、
二
九
の

二
の
一
部
、
三
五
の
一
部
、
三
七
の
一
部
、
三
八
の
一
の

一
部
、
三
八
の
二
の
一
部
、
三
九
の
一
部
、
四
〇
の
一
部
、

四
六
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道

路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
中
野

一
の
一
、
二
の
一
、
三
の
二
、
三
の
三
、
四
の
一
、
四
の

二
、
五
の
二
、
七
の
二
、
一
一
の
二
、
一
一
の
四
、
一
二

の
二
、
一
三
、
一
四
、
一
五
の
一
、
一
五
の
二
、
一
六
か

ら
二
一
ま
で
、
二
二
の
一
、
二
三
か
ら
二
五
ま
で
、
二
六

の
一
、
二
七
、
二
八
、
二
九
の
一
、
三
〇
の
一
、
三
〇
の

五
、
三
一
の
一
、
三
一
の
二
、
三
二
の
一
か
ら
三
二
の
三

ま
で
、
三
三
、
三
四
、
三
五
の
一
、
三
五
の
二
、
三
六
の

一
、
三
七
の
二
、
三
八
の
一
、
三
八
の
二
、
四
〇
の
一
か

ら
四
〇
の
三
ま
で
、
四
一
の
一
、
四
一
の
二
、
四
二
の
一
、

四
二
の
二
、
四
三
の
二
、
五
三
の
四
、
五
四
の
三
、
五
四

の
五
、
五
四
の
八
、
五
五
の
一
、
五
七
の
一
、
五
八
の
二

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
掖
田

四
一
の
一
部
、
四
三
か
ら
四
五
ま
で
の
各
一
部
、
四
六
の

一
の
一
部
、
四
六
の
二
の
一
部
、
四
七
の
一
の
一
部
、
四

七
の
二
の
一
部
、
八
八
の
一
の
一
部
、
八
八
の
二
の
一
部
、

八
九
の
三
、
八
九
の
四
、
八
九
の
八
、
九
〇
の
三
、
九
〇

の
五
、
九
一
の
四
、
九
一
の
五
、
九
二
の
二
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
村
尻

五
八
の
一
の
一
部
、
五
八
の
二
の
一
部
、
五
九
の
一
の
一

部
、
五
九
の
二
の
一
部
、
六
〇
の
一
部
、
六
四
の
一
部
、

六
五
か
ら
六
七
ま
で
、
七
一
の
一
、
七
一
の
二
の
一
部
、

七
二
、
七
六
の
一
の
一
部
、
九
三
の
一
部
、
九
四
の
一
の

一
部
、
九
四
の
二
の
一
部
、
九
五
の
一
部
、
九
六
の
一
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
能

平
喜

秋
田
県
告
示
第
百
三
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

鹿
郡
十
文
字
町
の
区
域
内
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
同
町
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
当
該
変
更
区
域
に
係
る
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地

処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
四
年
三
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

変

更

前

の

字

の

区

域

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
乾
沢

一
の
一
部
、
二
、
三
の
一
部
、
四
か
ら
九
ま
で
、
一
〇
の

一
、
一
〇
の
二
、
一
一
の
一
部
、
一
二
の
一
の
一
部
、
一

三
、
二
〇
の
一
部
、
二
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び

に
越
前
字
佐
戸
一
〇
に
隣
接
す
る
鼎
字
乾
沢
の
道
路
で
あ

る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
中
野

三
の
一
の
一
部
、
五
の
一
、
六
の
一
、
七
の
一
、
八
の
一

か
ら
八
の
三
ま
で
、
九
、
一
〇
、
一
一
の
一
、
一
二
の
一
、

五
二
の
一
、
五
二
の
二
、
五
三
の
一
、
五
四
の
一
、
五
四

の
二
、
五
四
の
七
、
一
〇
七
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
佐
戸

五
の
一
、
六
、
七
の
一
、
七
の
二
、
八
か
ら
一
〇
ま
で
、

一
一
の
一
部
、
一
三
の
一
、
一
九
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
狐
塚

三
の
二
の
一
部
、
四
の
一
の
一
部
、
四
の
二
、
五
、
五
の

一
、
六
、
七
、
八
の
一
、
八
の
二
、
九
の
一
の
一
部
、
一

変
更
後
の
字
の
区
域

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
大

沢
田
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及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
九
六
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
上
鍋
倉
字
勘
六
村
雷

二
二
の
一
部
、
二
三
か
ら
二
五
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
大
沢
田

一
、
二
か
ら
五
ま
で
の
各
一
部
、
一
一
、
一
二
の
一
部
、

一
四
の
一
部
、
二
〇
、
二
一
の
一
部
、
二
二
、
二
三
の
一
、

二
三
の
二
、
二
四
の
一
部
、
二
五
の
二
の
一
部
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地

の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
中
野

二
の
二
、
三
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す

る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
水
尻

六
五
の
一
部
、
六
六
の
一
部
、
六
七
の
一
の
一
部
、
六
七

の
二
の
一
部
、
七
一
の
一
の
一
部
、
七
一
の
三
の
一
部
、

七
二
の
一
、
七
二
の
二
、
七
三
、
七
七
の
一
の
一
部
、
七

七
の
二
、
七
八
の
一
か
ら
七
八
の
三
ま
で
、
七
九
の
一
か

ら
七
九
の
六
ま
で
、
八
三
か
ら
八
五
ま
で
の
各
一
部
、
九

六
の
一
部
、
九
七
の
一
の
一
部
、
九
七
の
二
の
一
部
、
九

八
の
一
の
一
部
、
九
八
の
二
の
一
部
、
九
九
の
一
部
、
一

〇
〇
の
一
の
一
部
、
一
〇
〇
の
二
の
一
部
、
一
〇
一
、
一

〇
二
の
一
、
一
〇
二
の
二
、
一
〇
三
、
一
〇
四
の
一
、
一

〇
四
の
二
、
一
〇
五
の
一
か
ら
一
〇
五
の
三
ま
で
、
一
〇

六
の
一
、
一
〇
六
の
二
、
一
〇
七
の
一
、
一
〇
七
の
二
、

一
〇
八
、
一
〇
九
、
一
一
〇
の
一
の
一
部
、
一
一
〇
の
二
、

一
一
一
の
一
の
一
部
、
一
一
一
の
二
の
一
部
、
一
一
一
の

三
か
ら
一
一
一
の
六
ま
で
、
一
一
二
の
一
、
一
一
二
の
二

の
一
部
、
一
一
二
の
三
の
一
部
、
一
一
三
、
一
一
四
の
一
、

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
掖

田

一
一
四
の
三
の
一
部
、
一
一
五
の
一
の
一
部
、
一
一
五
の

二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
狐
塚

一
、
二
、
三
の
一
、
三
の
二
の
一
部
、
三
の
三
、
四
の
一

の
一
部
、
九
の
一
の
一
部
、
九
の
二
、
一
〇
か
ら
一
五
ま

で
、
一
六
の
一
部
、
二
九
の
二
の
一
部
、
三
〇
の
一
か
ら

三
〇
の
三
ま
で
、
三
一
、
三
二
か
ら
三
五
ま
で
の
各
一
部

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
栗
塚

五
〇
か
ら
五
五
ま
で
の
各
一
部
、
五
六
の
一
の
一
部
、
五

七
の
一
の
一
部
、
五
八
の
一
、
五
九
の
一
、
六
〇
か
ら
六

三
ま
で
、
六
四
の
一
か
ら
六
四
の
四
ま
で
、
六
五
か
ら
六

九
ま
で
、
六
九
の
一
、
七
〇
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
掖
田

一
八
か
ら
二
一
ま
で
の
各
一
部
、
二
二
の
一
の
一
部
、
二

三
の
一
か
ら
二
三
の
三
ま
で
、
二
四
の
一
か
ら
二
四
の
三

ま
で
、
二
五
の
一
か
ら
二
五
の
三
ま
で
、
二
六
、
二
七
の

一
、
二
八
、
二
九
、
三
〇
の
一
、
三
〇
の
二
、
三
一
の
一

か
ら
三
一
の
三
ま
で
、
三
二
の
一
か
ら
三
二
の
三
ま
で
、

三
三
の
一
、
三
三
の
二
、
三
四
の
一
、
三
五
の
一
、
三
五

の
二
、
三
六
か
ら
三
八
ま
で
、
三
九
の
一
、
三
九
の
二
、

四
〇
の
一
か
ら
四
〇
の
四
ま
で
、
四
一
の
一
部
、
四
二
、

四
三
か
ら
四
五
ま
で
の
各
一
部
、
四
六
の
一
の
一
部
、
四

六
の
二
の
一
部
、
四
七
の
一
の
一
部
、
四
七
の
二
の
一
部

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
水
尻

四
四
の
一
部
、
四
五
の
三
の
一
部
、
四
六
か
ら
四
九
ま
で

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
村

尻
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の
各
一
部
、
八
〇
の
一
部
、
八
一
の
一
の
一
部
、
八
一
の

二
の
一
部
、
八
二
の
一
の
一
部
、
八
二
の
二
の
一
部
、
八

三
か
ら
八
五
ま
で
の
各
一
部
、
一
一
〇
の
一
の
一
部
、
一

一
一
の
一
の
一
部
、
一
一
一
の
二
の
一
部
、
一
一
二
の
二

の
一
部
、
一
一
二
の
三
の
一
部
、
一
一
四
の
二
、
一
一
四

の
三
の
一
部
、
一
一
五
の
一
の
一
部
、
一
一
五
の
二
の
一

部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で

あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
掖
田

一
、
二
か
ら
六
ま
で
の
各
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
水
尻

五
の
二
か
ら
五
の
四
ま
で
、
六
か
ら
八
ま
で
、
九
の
一
、

一
〇
の
一
か
ら
一
〇
の
三
ま
で
、
一
一
の
一
、
一
一
の
二
、

一
二
の
一
か
ら
一
二
の
五
ま
で
、
一
三
の
一
か
ら
一
三
の

三
ま
で
、
一
四
、
一
五
の
一
、
一
五
の
二
、
一
六
の
一
か

ら
一
六
の
三
ま
で
、
一
七
、
一
八
の
一
の
一
部
、
一
九
の

一
部
、
二
〇
の
一
部
、
二
二
の
一
部
、
二
三
の
一
部
、
二

四
の
一
の
一
部
、
二
四
の
二
の
一
部
、
二
四
の
三
か
ら
二

四
の
五
ま
で
、
二
五
の
一
の
一
部
、
二
五
の
二
、
二
五
の

三
の
一
部
、
五
〇
か
ら
五
四
ま
で
、
五
五
の
一
、
五
五
の

二
、
五
六
か
ら
六
一
ま
で
、
六
二
の
一
の
一
部
、
六
二
の

三
の
一
部
、
六
三
、
六
四
か
ら
六
六
ま
で
の
各
一
部
、
六

七
の
一
の
一
部
、
六
七
の
二
の
一
部
、
八
六
の
一
、
八
六

の
二
、
八
七
の
一
、
八
七
の
二
、
八
八
、
八
九
の
一
、
八

九
の
二
、
九
〇
か
ら
九
五
ま
で
、
九
六
の
一
部
、
九
七
の

一
の
一
部
、
九
七
の
二
の
一
部
、
九
八
の
一
の
一
部
、
九

八
の
二
の
一
部
、
九
九
の
一
部
、
一
〇
〇
の
一
の
一
部
、

一
〇
〇
の
二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す

る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
栗
塚

一
七
の
一
部
、
一
九
の
一
部
、
二
〇
、
二
一
の
一
部
、
二

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
水

無

二
の
一
の
一
部
、
二
二
の
二
、
二
三
の
一
、
二
三
の
二
、

二
四
の
一
、
二
四
の
二
、
三
五
の
一
、
三
五
の
二
、
三
六
、

三
七
の
一
、
三
七
の
二
、
三
八
か
ら
四
三
ま
で
、
四
四
の

一
、
四
四
の
二
、
五
七
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
大
堰
端

二
の
二
、
三
の
一
の
一
部
、
四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
能
平
喜

六
三
の
一
、
八
六
、
八
九
、
九
〇
の
一
に
隣
接
す
る
道
路

で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
上
鍋
倉
字
沢
見

一
四
九

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
八
幡
野

三
八
の
一
の
一
部
、
四
二
の
一
、
四
三
の
一
、
四
五
の
三
、

四
六
の
一
、
四
六
の
二
、
四
七
の
一
、
四
七
の
二
、
四
八

の
一
、
四
九
の
一
、
五
〇
の
一
、
五
四
の
一
の
一
部
、
五

五
か
ら
六
〇
ま
で
、
六
一
の
一
、
六
二
か
ら
六
五
ま
で
、

六
六
の
一
、
六
六
の
二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
荒
田
目

九
三
、
九
四
の
一
か
ら
九
四
の
三
ま
で
、
九
五
の
一
、
九

五
の
二
、
九
六
の
一
、
九
六
の
二
、
九
七
、
九
八
、
九
九

の
一
か
ら
九
九
の
三
ま
で
、
一
〇
〇
の
一
か
ら
一
〇
〇
の

三
ま
で
、
一
〇
一
、
一
〇
二
、
一
〇
三
の
一
、
一
〇
四
の

一
、
一
〇
五
の
一
か
ら
一
〇
五
の
三
ま
で
、
一
〇
六
、
一

〇
七
の
一
、
一
〇
八
の
二
、
一
三
一
の
一
、
一
三
一
の
二

の
一
部
、
一
三
二
の
一
、
一
三
三
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
新

処平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
荒

田
目

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
八

幡
野
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平
鹿
郡
十
文
字
町
佐
賀
会
字
八
幡
前

八
三
か
ら
八
六
ま
で
、
九
二
、
九
三
、
九
四
の
一
、
九
五

の
一
、
九
六
の
一
、
九
七
の
一
、
九
八
の
一
、
九
九
の
一
、

一
〇
〇
の
一
、
一
〇
一
の
一
、
一
〇
二
の
一
、
一
〇
三
の

一
、
一
〇
四
の
一
、
一
〇
五
の
一
、
一
〇
六
の
一
、
一
〇

七
の
一
、
二
五
四
の
一
部
、
二
八
五
か
ら
二
八
八
ま
で
の

各
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国

有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
佐
賀
会
字
新
関

一
三
七
の
一
か
ら
一
三
七
の
五
ま
で
、
一
三
八
の
一
か
ら

一
三
八
の
三
ま
で
、一
三
九
の
一
か
ら
一
三
九
の
七
ま
で
、

一
四
〇
の
一
、
一
四
〇
の
二
、
一
四
一
の
一
か
ら
一
四
一

の
六
ま
で
、
一
四
二
、
一
四
四
、
一
六
九
か
ら
一
七
一
ま

で
、
三
二
二
、
三
二
四
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在

す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
水
無

四
二

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
下
羽
場

一
の
一
、
一
の
二
、
二
か
ら
五
ま
で
、
六
の
一
か
ら
六
の

三
ま
で
、
七
か
ら
九
ま
で
、
一
〇
の
一
、
一
〇
の
二
、
一

一
か
ら
一
四
ま
で
、
一
五
の
一
、
一
五
の
二
、
一
六
の
一
、

一
七
の
一
、
一
七
の
二
、
一
八
の
一
、
一
八
の
二
、
一
九

の
一
、
一
九
の
二
、
二
〇
の
一
、
二
〇
の
二
、
二
一
、
二

二
、
二
三
の
一
、
二
四
の
一
の
一
部
、
二
四
の
二
、
二
四

の
三
の
一
部
、
二
五
の
一
、
二
五
の
二
、
二
六
、
二
七
の

一
か
ら
二
七
の
三
ま
で
、
二
八
か
ら
三
一
ま
で
、
三
二
の

一
、
三
二
の
二
、
三
五
の
一
の
一
部
、
三
五
の
四
、
三
六

の
一
部
、
三
七
の
一
、
三
八
の
一
、
三
九
の
一
、
四
〇
の

一
、
四
一
の
一
、
四
一
の
二
の
一
部
、
四
一
の
三
、
四
一

の
四
、
四
一
の
五
の
一
部
、
四
一
の
六
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
住

吉

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
牡
丹
野

一
か
ら
四
ま
で
、
六
、
七
の
一
部
、
九
の
一
部
、
一
〇
の

一
部
、
一
二
の
一
、
一
二
の
二
、
一
三
か
ら
一
七
ま
で
、

一
九
、
二
〇
の
一
、
二
一
か
ら
二
八
ま
で
、
二
九
の
一
の

一
部
、
二
九
の
二
、
三
〇
か
ら
三
二
ま
で
、
三
三
の
一
、

三
三
の
二
、
三
四
か
ら
三
六
ま
で
、
三
八
の
一
、
三
八
の

四
、
三
九
の
二
、
四
〇
の
一
部
、
四
三
の
一
部
、
四
九
の

一
、
四
九
の
二
、
八
二
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

介
在
す
る
道
路
、水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
五
、

一
一
の
一
、
一
二
の
三
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
海
蔵
院

九
六
の
一
の
一
部
、
一
〇
〇
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
高
橋

二
四
の
四
、
二
五
の
一
、
二
六
の
一
、
二
七
の
一
、
二
七

の
二
、
三
一
の
一
、
三
二
、
三
三
の
一
、
三
三
の
二
、
三

六
の
一
か
ら
三
六
の
三
ま
で
、
三
七
の
一
、
三
七
の
二
、

三
八
、
三
九
の
一
の
一
部
、
三
九
の
二
、
四
二
の
一
部
、

四
三
の
一
の
一
部
、
四
三
の
二
の
一
部
、
四
三
の
三
か
ら

四
三
の
五
ま
で
、
四
四
の
一
か
ら
四
四
の
三
ま
で
の
各
一

部
、
四
五
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在

す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
下
連

七
四
、
七
六
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介

在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
大
堰
端

一
一
八

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
越
前
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六
九
の
二
の
一
部
、
六
九
の
三
、
七
〇
の
一
、
七
〇
の
三

か
ら
七
〇
の
五
ま
で
、
七
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
水
無

三
七
、
四
九
の
一
の
一
部
、
四
九
の
二
、
五
〇
の
一
部
、

八
一
の
一
の
一
部
、
八
一
の
二
、
八
二
の
一
の
一
部
、
八

二
の
二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道

路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
境
塚

六
五
の
一
の
一
部
、
六
五
の
二
の
一
部
、
六
六
の
一
の
一

部
、
六
六
の
二
、
六
七
の
一
部
、
七
〇
の
一
の
一
部
、
七

〇
の
二
、
七
〇
の
三
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
住
吉

六
七
の
一
の
一
部
、
六
八
の
一
の
一
部
、
六
八
の
二
、
七

一
か
ら
七
三
ま
で
の
各
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
下
連

六
八
の
一
か
ら
六
八
の
五
ま
で
、
六
八
の
八
、
七
二
か
ら

七
五
ま
で
、
七
六
の
一
の
一
部
、
七
六
の
二
か
ら
七
六
の

五
ま
で
、
七
七
、
七
八
、
七
九
の
一
、
八
〇
、
八
〇
の
一
、

八
一
の
一
、
八
二
の
一
、
八
二
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
植
田
字
高
口

六
六
の
一
、
六
七
の
二
、
六
八
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
下
羽
場

二
四
の
一
の
一
部
、
二
四
の
三
の
一
部
、
三
三
の
一
か
ら

三
三
の
五
ま
で
、
三
四
の
一
、
三
四
の
四
、
三
四
の
七
、

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
海

蔵
院

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
高

橋

三
五
の
一
の
一
部
、
三
五
の
九
、
三
五
の
一
〇
、
三
六
の

一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
住
吉

八
五
の
一
の
一
部
、
九
三
の
一
、
九
三
の
二
、
九
四
の
一

部
、
九
五
の
一
部
、
一
〇
〇
の
一
、
一
〇
〇
の
二
、
一
〇

一
、
一
〇
二
、
一
〇
三
の
一
部
、
一
〇
四
の
一
の
一
部
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
関
合

一
七
の
一
、
一
八
の
一
、
一
八
の
二
、
二
〇
の
一
か
ら
二

〇
の
三
ま
で
、
二
一
の
一
か
ら
二
一
の
三
ま
で
、
二
二
、

二
三
、
二
四
の
一
、
二
四
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
大
倉

七
、
九
の
一
か
ら
九
の
四
ま
で
、
一
〇
の
一
、
一
〇
の
二
、

一
一
、
一
二
、
一
七
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す

る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
五
、
六
に

隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
佐
賀
会
字
高
橋

一
二
の
一
か
ら
一
二
の
三
ま
で
、
一
四
、
一
五
、
一
六
の

一
、
一
七
の
一
、
一
八
、
二
〇
の
一
部
、
二
一
、
二
二
の

一
、
二
二
の
二
、
二
三
か
ら
二
六
ま
で
、
二
七
の
一
か
ら

二
七
の
四
ま
で
、
二
八
、
二
九
、
三
〇
の
一
、
三
〇
の
二
、

三
一
の
一
か
ら
三
一
の
三
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
住
吉

五
三
の
一
、
五
三
の
三
、
五
四
の
一
、
五
五
の
一
、
五
六

の
一
、
五
七
の
一
、
五
八
、
五
九
、
六
〇
の
一
、
六
一
の

一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
上

連
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有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
海
蔵
院

四
一
の
一
、
四
一
の
二
、
四
二
、
四
三
の
一
か
ら
四
三
の

四
ま
で
、
四
四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在

す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
関
合

一
三
、
一
四
の
一
、
一
四
の
二
、
一
五
、
一
六
の
一
、
一

六
の
二
、
二
五
、
二
六
、
二
九
の
一
か
ら
二
九
の
三
ま
で
、

三
〇
、
三
一
、
三
四
の
一
、
三
四
の
二
、
三
五
、
三
六
、

三
七
の
一
、
三
九
の
一
、
三
九
の
二
、
四
〇
、
四
一
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国

有
地
の
全
部
並
び
に
三
二
、
三
三
の
地
先
の
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
一
部
、
三
八
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地

の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
柳
原
村
尻

二
三
六
、
二
三
七
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路

で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
二
三
八
、
二
三
九
に
隣
接

す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
植
田
字
一
ツ
屋

一
の
一
か
ら
一
の
三
ま
で
、
二
の
一
、
二
の
二
、
三
、
四

の
一
、
六
の
一
、
七
、
八
、
九
の
一
、
九
の
三
、
八
五
の

一
、
八
六
の
一
、
八
七
、
八
八
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
鍋
倉
境

六
六
の
一
、
六
七
、
六
八
、
七
一
、
七
二
の
一
、
七
二
の

二
、
七
三
、
七
四
、
七
五
の
一
、
七
五
の
二
、
七
六
に
隣

接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
下
鍋
倉
字
境
沢
田

二
二
の
一
の
一
部
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字

坂
三
塔

る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
下
鍋
倉
字
上
都

二
五
の
一
部
、
二
六
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水

路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
坂
三
塔

一
、
二
の
一
の
一
部
、
二
の
二
の
一
部
、
三
の
一
部
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
山
道
下

一
六
二
の
一
、
一
六
二
の
二
、
一
七
七
、
二
一
一
、
二
一

二
平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
二
ツ
橋

六
一
、
六
二
の
一
か
ら
六
二
の
三
ま
で
、
六
五
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地

の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
明
野

一
の
一
、
二
の
三
、
三
の
三
、
四
、
五
の
一
、
六
、
三
二

の
一
か
ら
三
二
の
五
ま
で
、
四
〇
、
四
三
、
四
四
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
一
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
大
沢
田

三
五
の
二
、
四
三
の
三
、
五
六
の
二
、
五
七
の
二
、
五
八

の
一
、
五
九
の
一
、
六
〇
か
ら
六
二
ま
で
、
六
三
の
一
、

六
三
の
二
、
六
四
の
一
、
六
五
の
一
、
六
六
の
一
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一

部
平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
乾
沢

一
の
一
部
、
三
の
一
部
、
一
一
の
一
部
、
一
二
の
一
の
一

部
、
二
〇
の
一
部
、
二
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字

鍋
倉
境

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字

佐
戸

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字

上
代
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介
在
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
狐
塚

三
五
か
ら
三
七
ま
で
の
各
一
部
、
三
八
の
一
の
一
部
、
三

八
の
二
の
一
部
、
三
九
の
一
部
、
四
〇
の
一
部
、
四
一
か

ら
四
五
ま
で
、
四
六
の
一
部
、
四
七
、
四
八
、
四
九
の
一
、

四
九
の
二
、
五
〇
、
五
一
、
五
二
の
一
、
五
二
の
二
、
五

三
の
一
、
五
三
の
二
、
五
四
か
ら
六
〇
ま
で
、
六
一
の
一

の
一
部
、
六
五
の
一
部
、
六
六
か
ら
七
三
ま
で
、
七
四
の

一
、
七
四
の
二
、
七
五
の
一
、
七
五
の
二
、
七
六
、
七
七
、

七
八
の
一
、
七
八
の
二
、
七
九
か
ら
八
四
ま
で
、
八
五
の

一
、
八
五
の
二
、
八
六
か
ら
九
〇
ま
で
、
九
一
の
一
、
九

一
の
二
、
九
二
の
一
部
、
九
九
の
一
部
、
一
〇
〇
か
ら
一

〇
九
ま
で
、
一
一
〇
の
一
、
一
一
〇
の
二
、
一
一
一
、
一

一
二
の
一
、
一
一
二
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介

在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
越
前

一
か
ら
三
ま
で
、
四
の
一
、
四
の
二
、
五
の
一
、
五
の
二
、

六
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
全
部
並
び
に
八
七
、
八
八
、
九
〇
、
九
二
の
一
、

九
二
の
二
、
九
三
の
一
か
ら
九
三
の
三
ま
で
、
九
四
の
二

に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
植
田
字
堀
米

一
四
四
、
一
四
五
、
一
七
二
の
一
部
、
一
九
〇
か
ら
一
九

二
ま
で

平
鹿
郡
十
文
字
町
植
田
字
上
二
ツ
橋

一
五
四
、
一
五
五
、
一
五
六
の
一
、
一
八
〇
の
一
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
水
無

一
九
の
一
部
、
二
〇
、
二
一
、
二
五
の
一
部
、
二
六
の
一
、

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字

宿
尻

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字

大
堰
端

二
六
の
二
、
二
七
の
一
、
二
七
の
二
、
二
八
、
三
二
の
一

部
、
三
三
、
三
四
の
一
、
三
四
の
二
、
四
〇
、
四
一
、
九

八
、
九
八
の
一
、
九
九
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在

す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
狐
塚

三
二
か
ら
三
六
ま
で
の
各
一
部
、
六
一
の
一
の
一
部
、
六

一
の
二
、
六
二
か
ら
六
四
ま
で
、
六
五
の
一
部
、
九
二
の

一
部
、
九
三
か
ら
九
六
ま
で
、
九
七
の
一
、
九
七
の
二
、

九
八
、
九
九
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す

る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
上
代

一
か
ら
三
ま
で
、
四
の
一
部
、
三
二
の
一
の
一
部
、
三
三

の
一
、
三
四
の
一
、
三
四
の
二
、
三
五
か
ら
三
八
ま
で
、

三
九
の
一
部
、
六
三
の
一
部
、
六
四
、
六
五
の
一
、
六
五

の
二
、
六
六
、
六
七
、
六
八
の
一
部
、
九
五
の
一
部
、
九

六
の
一
部
、
九
七
、
九
八
、
九
九
の
一
の
一
部
、
一
二
二

の
一
部
、
一
二
三
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
栗
塚

一
、
二
、
三
の
一
か
ら
三
の
三
ま
で
、
四
の
一
、
四
の
二
、

五
、
六
、
七
の
一
、
八
の
一
、
八
の
二
、
九
か
ら
一
六
ま

で
、
一
七
の
一
部
、
一
九
の
一
部
、
二
一
の
一
部
、
二
二

の
一
の
一
部
、
二
五
の
一
、
二
六
、
二
七
の
一
、
二
七
の

二
、
二
八
か
ら
三
三
ま
で
、
三
四
の
一
、
四
五
の
一
、
四

六
か
ら
四
八
ま
で
、
四
九
の
一
、
四
九
の
二
、
五
〇
か
ら

五
五
ま
で
の
各
一
部
、
五
六
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全

部
平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
水
無

四
一
の
一
か
ら
四
一
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
四
一
の
四
か

ら
四
一
の
八
ま
で
、
四
一
の
九
の
一
部
、
四
二
の
一
の
一

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字

越
前
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部
、
四
二
の
二
の
一
部
、
四
三
の
一
の
一
部
、
四
四
の
一

の
一
部
、
四
四
の
二
の
一
部
、
四
五
か
ら
四
七
ま
で
の
各

一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
牡
丹
野

二
九
の
一
の
一
部
、
四
〇
の
一
部
、
四
一
、
四
二
の
一
、

四
二
の
二
、
四
三
の
一
部
、
四
四
の
一
、
四
四
の
二
、
四

五
の
一
、
四
五
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す

る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
鼎
字
住
吉

一
七
八
か
ら
一
八
〇
ま
で
の
各
一
部
、
一
八
一
の
一
の
一

部
、
一
八
一
の
二
の
一
部
、
一
八
二
の
一
の
一
部
、
一
八

二
の
二
の
一
部
、
一
八
三
、
一
八
四
の
一
部
、
一
八
五
か

ら
一
八
八
ま
で
、
一
八
九
の
一
部
、
一
九
〇
、
一
九
一
、

一
九
四
、
一
九
五
、
一
九
六
の
一
か
ら
一
九
六
の
三
ま
で
、

一
九
七
の
一
部
、
一
九
八
か
ら
二
〇
〇
ま
で
、
二
〇
一
の

一
、
二
〇
一
の
二
、
二
〇
二
の
一
、
二
〇
二
の
二
、
二
〇

三
の
一
、
二
〇
三
の
二
、
二
〇
四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全

部
平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
越
前

七
一
の
一
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
境
塚

一
の
一
部
、
二
の
一
の
一
部
、
二
の
二
の
一
部
、
三
、
四

の
一
、
四
の
二
、
五
の
一
、
五
の
二
、
六
の
一
、
七
か
ら

一
三
ま
で
、
一
四
の
一
、
一
四
の
二
、
一
五
の
一
か
ら
一

五
の
四
ま
で
、
一
六
の
一
、
一
六
の
二
、
一
七
の
一
、
一

七
の
二
、
一
八
の
一
、
一
八
の
二
、
一
九
か
ら
二
二
ま
で
、

二
三
の
一
、
二
四
の
一
の
一
部
、
二
五
の
一
部
、
三
六
の

二
、
三
七
の
一
、
三
八
か
ら
四
二
ま
で
、
四
三
の
一
、
四

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字

水
無

三
の
二
、
四
四
、
四
五
、
四
六
の
一
、
四
六
の
二
、
四
七

か
ら
五
一
ま
で
、
五
二
の
一
、
五
五
の
一
、
五
六
か
ら
五

八
ま
で
、
五
九
の
一
、
五
九
の
二
、
六
〇
か
ら
六
三
ま
で
、

六
四
の
一
、
六
四
の
二
、
六
五
の
一
の
一
部
、
六
五
の
二

の
一
部
、
六
六
の
一
の
一
部
、
六
七
の
一
部
、
六
八
、
六

九
、
七
〇
の
一
の
一
部
、
七
〇
の
三
の
一
部
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の

全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
植
田
字
堀
米

一
三
〇
の
一
か
ら
一
三
〇
の
三
ま
で
、
一
三
四
の
一
か
ら

一
三
四
の
三
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路

で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
一
〇
二
、
一
〇
六
、
一
一

〇
、
一
一
四
の
一
、
一
一
四
の
二
、
一
一
八
、
一
二
二
、

一
二
六
、
一
四
二
、
一
六
六
、
一
六
九
に
隣
接
す
る
道
路

で
あ
る
国
有
地
の
全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
植
田
字
四
ツ
屋

三
一
三
の
一
、
四
一
八
の
一
部
、
四
四
七
の
一
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
越
前
字
境
塚

一
の
一
部
、
二
の
一
の
一
部
、
二
の
二
の
一
部
、
二
四
の

一
の
一
部
、
二
五
の
一
部
、
二
六
か
ら
三
五
ま
で
、
三
六

の
一
、
五
三
の
一
、
五
四
の
一
、
五
五
の
二
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の

全
部

平
鹿
郡
十
文
字
町
植
田
字

四
ツ
屋
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